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６  次  第 

【 開  会 】 

【 文 化 観 光 課 長 ・ 文 化 庁 調 査 官 あ い さ つ 】 

【 議  題 】 

（ １ ） 前 回 委 員 会 か ら の 主 な 修 正 点 の 確 認 

 委 員 了 承 。 次 回 か ら は プ リ ン ト 不 要 。 最 終 回 の み 全 部 印 刷 す る 。 

助 詞 等 の 文 章 の 誤 り は 委 員 長 が 責 任 を も っ て 推 敲 す る の で 一 任 。 

（ 県 ） 指 定 地 に 道 路 区 分 が あ る の で 構 成 要 素 に 道 路 部 分 を 入 れ て も よ い

と い う 話 は 事 前 に さ せ て も ら っ た 。 

 

（ ２ ） 第 6 章 「 保 存 管 理 」 の 内 容 に つ い て 

（ 第 １ ・ ２ 節 ） 

（ 委 員 ） Ｐ 75 の 表 は こ れ で 良 い と 思 う が 、 地 下 遺 構 の 保 存 の た め に は 、

地 下 遺 構 の 標 高 と 残 存 状 況 を 把 握 で き て い れ ば よ い が 、 区 域 Ⅱ 部 分 の

イ ン フ ラ 整 備 後 の 残 存 状 況 が ま だ で あ る な ら 、 把 握 を す る こ と を 記 載

し た ほ う が よ い 。 

（ 委 員 ） 道 路 の 南 側 に 関 所 建 築 物 は な か っ た の で 、 地 面 部 分 が 主 で 地 下

遺 構 は な い の で は 。 国 道 の 深 い 所 に は 、 護 岸 の 石 畳 み が ま だ あ る の で

は な い か 。 た だ し 水 が で る 場 所 で は あ る 。 



（ 委 託 ） 南 桝 形 整 備 の と き に 、 関 所 の 南 辺 を 確 認 し た 。 お そ ら く 石 垣 と 

柵 、 護 岸 が あ る は ず 。 

（ 委 員 ） 硬 化 地 盤 面 は 遺 構 と 認 識 す べ き 。 広 場 だ か ら 掘 削 し て も よ い と 

い う こ と に は な ら な い 。 

 

（ 第 ３ 節 ） 

（ 委 託 ） 書 院 に 昭 和 ３ ６ 年 の 棟 札 が あ る が 、 そ の と き は ト イ レ は な し 。 

 そ の 後 、 ト イ レ だ け を 追 加 で 作 っ た 。 

（ 委 員 長 ） 復 元 の 可 能 性 は ？ 

（ 委 託 ） 仕 様 帳 な ど か ら は 詳 細 は 分 か ら な い の で 、 復 元 す る な ら 他 の 江

戸 時 代 の 類 似 雪 隠 を 参 考 に す る 。 

 

（ 第 ４ 節 ） 

（ 事 務 局 ） 現 状 変 更 の 取 扱 い 基 準 の 記 載 「 周 辺 景 観 を 保 護 す る た め の 措

置 」 が 人 に よ っ て 考 え が 異 な る 可 能 性 が あ る の で 、 「 新 居 関 所 周 辺 地

区 景 観 条 例 」 の 規 制 の 基 準 に 準 じ る 記 載 を 行 う 。 

（ 委 員 ） 了 承 。 

 関 所 構 内 の カ ラ ー マ ン ホ ー ル は 止 め る 。 

 

（ 第 ５ 節 ） 

（ 事 務 局 ） 現 在 の 埋 蔵 文 化 財 調 査 で は 、 確 認 調 査 を 行 う こ と は で き る

が 、 所 有 者 の 意 向 に よ っ て 記 録 調 査 を 行 っ て 遺 跡 を 消 滅 さ せ る こ と も

で き る 。 遺 構 保 護 を 確 実 に す る た め に は 追 加 指 定 だ が 、 道 路 南 側 を 追

加 指 定 す る こ と の 考 え 方 に つ い て 意 見 を 聴 き た い 。 

（ 委 員 ） 追 加 指 定 す る こ と で 建 て 替 え が で き な く な る の か 。 建 替 え の と

き に 調 査 を し て 埋 戻 し て 工 事 可 能 な ら 住 民 理 解 は 得 ら れ る 。 水 が で る

と こ と な の で 、 杭 を た く さ ん 打 つ 場 所 で あ る 。 

（ 委 員 ） 保 存 し て い く 方 針 は 理 解 で き る 。 

た だ 史 跡 指 定 し て し ま う と 、 杭 工 事 は 難 し い 。 

 買 い 上 げ に し て も 、 指 定 し た 後 の 使 い 道 が 示 せ な い と 住 民 に 説 明 は で

き な い 。 追 加 指 定 に 同 意 し て も ら う た め に 、 ど う 活 用 す る の か を 住 民

に 示 せ る か ど う か 。 そ し て 家 の 建 替 の と き に 、 市 が 補 償 し て 移 転 し て

も ら う 覚 悟 が あ る か 。 平 成 の と き の 国 道 の 場 所 を 変 え た エ ネ ル ギ ー が

再 投 入 で き る の か 。 

（ 事 務 局 ） 追 加 指 定 せ ず に 遺 構 保 護 す る 方 法 は な い か 。 

（ 委 員 ） 保 護 の 方 法 と し て は 、 べ た 基 礎 上 に 盛 土 を す れ ば 遺 構 は 守 れ

る が 、 水 が で る 場 所 で 杭 を 打 つ と い う こ と な の で 、 そ の 工 法 で 建 築 で



き る か ど う か 。 

（ 委 員 ） 3/4 く ら い は 商 店 が 多 い 。 空 き 家 も あ る 。 

（ 委 員 ） 追 加 指 定 の 根 拠 法 令 は 。 

（ 文 化 庁 ） 文 化 財 保 護 法 。 法 律 的 に は 同 意 は い ら な い が 手 続 き 上 同 意

を 必 要 と し て い る 。 同 意 に は 、 現 状 変 更 の 制 限 も 了 解 し た 上 で 同 意 し

て も ら う こ と が 必 要 。 公 有 地 化 せ ず 民 地 の ま ま 指 定 も 可 能 。 

絵 図 や 発 掘 で 、 関 所 構 内 で あ る こ と を 示 し 、 関 所 広 場 の 価 値 づ け を し

て 、 審 議 会 で 審 議 し 答 申 、 指 定 と な る 。 

（ 委 員 ） 市 街 地 を 指 定 し て か ら 、 順 次 調 査 を す る 事 例 は な い の か 。 

（ 県 ） 他 の 市 町 で は 民 地 も 指 定 に な っ て い る と こ ろ も あ る し 、 

 同 意 が 得 ら れ ず 飛 び 地 で 指 定 し て い る 場 所 も あ る 。 

（ 委 員 ） 神 奈 川 の 川 崎 の 事 例 は 、 住 民 が 移 転 す る と き に 買 い 上 げ 指 

定 。 飛 び 地 で 長 期 化 し て い る が 、 住 民 と は 良 好 な 関 係 に な っ て い 

る 。 

（ 委 員 長 ） こ の ま ま の 文 章 で よ い の で は な い か 。 「 地 下 遺 構 が 確 認 さ

れ た 地 点 で 同 意 が 得 ら れ た 場 所 は 追 加 指 定 。」 

 

（ 第 ６ 節 ） 

（ 委 員 ） 防 災 体 制 は 9 章 か と 思 う が 、 こ の 章 に 記 載 で よ い か 。 

（ 事 務 局 ） 防 災 の 節 を 設 け 防 災 を ま と め た が 、 防 災 整 備 だ け 整 備 に な

っ て い る 。 完 成 時 に 、 ま た 章 立 て を 振 り 替 え る 。 

（ 委 員 ） 本 質 的 価 値 を 損 な わ な い 耐 震 補 強 と は 。 

（ 委 託 ） 見 え な い 部 分 で 補 強 を す る 。 

（ 委 員 長 ） 今 の 耐 震 診 断 は 実 施 す れ ば 指 摘 は 、 ほ ぼ あ る 。 

（ 委 託 ） 人 を 建 物 の 中 に 入 れ る な ら ば 、 耐 震 診 断 は 必 要 。 

（ 委 員 ） 本 質 的 価 値 で 地 面 と 一 体 と な っ て い る こ と と あ っ た が 、 地 面

と 一 体 接 続 す る よ う な 耐 震 補 強 な の か 。 

（ 委 員 ） 史 跡 な の で 、 地 面 を 掘 削 す る よ う な 補 強 は で き な い と 思 う 。

建 物 だ け に 耐 震 補 強 を 行 う 。 屋 根 部 分 の 補 強 や 柱 に 鉄 骨 を 這 わ せ る 、

見 え な い と こ ろ で 筋 交 い を す る な ど 、 が 予 想 さ れ る 。 瓦 が 落 ち て も 、

建 物 が 倒 壊 し な い よ う な 補 強 を 目 指 し て い く の が よ い の で は 。 

（ 委 託 ） 昔 は 土 台 と 基 礎 が 結 び つ け る 補 強 方 針 で あ っ た が 、 近 年 は ピ

ン に 差 し 込 む よ う な も の で も よ く な っ て き た 。 

（ 委 員 ） 新 福 寺 を 建 て 替 え る と き に 、 古 い 建 物 の 壁 を 引 っ 張 る 試 験 を

行 っ た ら 、 壁 が 戻 り 、 診 断 結 果 よ り も 耐 震 性 能 が あ っ た 。 

 

 



（ ３ ） 第 8 章 「 整 備 」 の 内 容 に つ い て 

（ 第 1 節 ） 

（ 委 員 長 ） 上 番 勝 手 の 復 元 は ど う な っ て い る の か 。 

（ 委 託 ） 絵 図 や 遺 構 か ら 仕 様 は あ る 程 度 分 か っ て い る が 、 大 御 門 の 復 元

の 際 に 文 化 庁 と 復 元 に つ い て 打 ち 合 わ せ た 結 果 、 面 番 所 本 物 が 残 っ て

い る の で 、 不 確 か な も の を 復 元 し て 接 続 し な い 方 が よ い だ ろ う 、 と い

う 意 見 が あ り 、 平 面 表 示 の 方 針 と し た 。 

（ 委 員 ） 復 元 す る 理 由 も 、 面 番 所 の 理 解 に 欠 か せ な い 、 平 面 表 示 で は 

 十 分 で な い 、 と い う 理 由 付 け が 必 要 。 

（ 委 員 長 ） 将 来 的 に 復 元 を 検 討 と 計 画 で 記 載 し て も よ い か も し れ な い 。 

 

（ 第 2 節 ） 

（ 地 下 遺 構 ） 

（ 委 員 ） 南 側 の 掘 削 制 限 の 記 載 に つ い て 、 平 城 宮 跡 で も 既 存 の 掘 削 範 囲 

 と し て い る が 、 実 際 は 排 水 量 が 足 り な い な ど で 太 い 管 を 入 れ る こ と も

あ る 。 た だ 今 回 の 記 載 は 、 遺 構 の 保 護 を 前 提 に 、 こ の よ う に 記 載 し て

お け ば よ い と 思 う 。 

（ 委 託 ） 「 既 存 の 掘 削 範 囲 以 上 は 掘 削 し な い 」 と い う 書 き 方 は 、 舗 装 の

整 備 の と き に 、 支 障 が で て く る の で は な い か 。 遺 構 の 保 護 の た め 、 盛

土 し て 舗 装 し て い る の で 、 保 護 層 は 確 保 で き て い る 。 

（ 植 栽 ） 

（ 委 員 ） 中 根 金 作 が 作 っ た 中 庭 は 、 当 時 お 金 が あ り 委 託 し た も の で あ り 

ど う し て も 植 栽 を 残 す 必 要 は な い よ う に 思 う 。 手 水 鉢 も 手 を 洗 う た め

の も の で あ り 、 ト イ レ ・ 茶 室 な ど の 近 く に あ る も の で 、 庭 に 不 可 欠 な

も の で は な い 。 中 庭 に 植 栽 が あ る こ と で 、 関 所 の 理 解 に 誤 解 が 生 じ る

よ う に 思 う 。 

（ 委 員 長 ） 今 後 の 上 番 勝 手 の 復 元 方 針 に も か か わ る 。 

（ 委 員 ） 遺 構 が 根 に よ り 破 壊 さ れ る こ と は 本 質 的 価 値 の き 損 に な る 。 

 そ れ を 前 提 に 考 え る 。 ま た 次 回 の 活 用 方 針 に も 左 右 さ れ る 。 大 松 も 

遺 構 へ の 影 響 を 調 査 し 、 保 護 前 提 の う え で 、 す べ て を 遺 構 優 先 で 伐  

採 に す る の で な く 、 景 観 の た め 特 別 に 1 本 残 す な ど 特 例 的 な 扱 い に す

れ ば 良 い 。 

（ 委 員 ） 本 体 の 枝 ぶ り と 根 の 大 き さ は 同 じ と 聞 く 。 

（ 委 員 長 ） 史 料 館 の 前 の 伐 採 は 良 い と 思 う 。 南 側 に 松 が あ る と 修 景 と し

て は 、 ほ っ と す る が 、 関 所 は 本 来 そ う い う 長 居 を す る よ う な 場 所 で は

な か っ た 。 

（ 委 員 ） 遺 構 に 影 響 が あ る の か 。 



（ 事 務 局 ） 把 握 し て い な い の で 、 分 か ら な い 。 

（ 委 員 ） 遺 構 へ の 影 響 把 握 を 計 画 に 記 載 し た ほ う が よ い の で は 。 整 備 は

地 面 ギ リ ギ リ で 伐 採 し 、 土 の 中 で 根 が 朽 ち る こ と を 待 つ の が 一 般 的 。 

遺 構 へ の 影 響 把 握 は 、 埋 文 の 担 当 が 掘 り 、 遺 構 面 ま で 根 が 下 り て い る

か 確 認 す れ ば よ い 。 

南 側 は 国 道 が あ る の で 、 修 景 効 果 と い え る が 、 移 植 す る の で あ れ ば 、

大 松 の 子 ど も た ち を 売 っ て 、 ク ラ ウ ド フ ァ ン デ ィ ン グ の よ う に 整 備 費

用 と し た ら ど う か 。 

（ 委 員 長 ） 南 の 桝 形 広 場 の マ ツ は 残 す わ け に は い か な い か 。 

（ 事 務 局 ） こ の 活 用 計 画 で は 、 個 別 の 木 や 整 備 方 針 ま で 決 め て 記 載 し な

い と い け な い の か 。 

（ 文 化 庁 ） 大 き な 方 針 と し て 、 遺 構 に 影 響 が あ る も の は 伐 採 。 北 側 は 修

景 と す る 。 よ く あ る 事 例 は 、 山 城 な ど が 眺 望 の 関 係 な ど で 伐 採 す る

が 、 関 所 は そ も そ も 樹 木 が 少 な い 。 遺 構 に 影 響 が あ る も の は 伐 採 、 そ

れ 以 外 は 修 景 の た め コ ン ト ロ ー ル し て い く 書 き ぶ り で も い い 。 

（ 委 員 ） 個 人 的 に は 植 栽 が あ っ て も 良 い と 思 う が 、 遺 構 保 護 の た め で あ

れ ば 伐 採 も 仕 方 な い 。 

（ 委 員 ） 新 居 町 の 町 の 木 は 松 で あ っ た 。 松 が ま っ た く な い と 無 機 質 な 味

気 な い 印 象 。 史 料 館 西 を 少 し は 残 し て も よ い の で は 。 ス ロ ー プ が あ る

の で 、 階 段 の 前 は あ ま り 苦 に な ら な い 。 

（ 委 員 ） 江 戸 時 代 と は 電 車 や 国 道 も 走 り 、 周 辺 環 境 も 違 う の で 、 修 景 と

い う 観 点 も 必 要 。 史 料 館 の 修 景 と い う こ と で 、 史 料 館 の 前 も 入 口 以 外

は 残 し て も よ い か も 。 

（ 委 託 ） 南 側 は 改 め を す る ス ペ ー ス で 、 植 栽 を 置 か な い と い う 整 備 方 針

の も と 、 南 に あ っ た 松 を 北 側 に 防 根 シ ー ト を 敷 き 移 植 し た も の で あ

る 。 

（ 事 務 局 ） 防 根 シ ー ト の 耐 久 性 は ？ 

（ 委 託 ） 30 年 程 度 。 

 

（ 漂 流 の 碑 ） 

（ 委 員 ） あ の 場 所 に こ だ わ ら な い 。 ３ つ セ ッ ト で あ れ ば 移 設 し て も よ い

と 思 う 。 

（ 委 員 長 ） 現 在 の 場 所 は 邪 魔 に な っ て い な い し 、 適 当 な 移 設 場 所 が な

い 。 

（ 委 員 ） 南 の 桝 形 は 説 明 順 路 に な く 漂 流 碑 の 案 内 は し て い な い 。 駐 車 場

の 大 型 バ ス の 南 の 植 栽 の 方 が 説 明 し や す い 。 

（ 委 員 ） 漂 流 の 碑 な ど 関 所 に 関 係 し な い も の は 、 関 所 の 中 に 置 か な い 方



針 で よ い が 、 標 柱 は 山 下 清 の 絵 に も 描 か れ て お り 、 関 所 の 門 の 前 な ど

構 内 に 置 き た い 。 

（ 委 員 ） 関 所 の 活 用 、 土 地 の 有 効 活 用 な ど 積 極 的 理 由 を も っ て 、 移 設 を 

し て ほ し い 。 

（ 委 員 ） 駐 車 場 側 の 受 付 に あ っ て も よ い 。 

（ 委 員 ） 標 柱 は 史 跡 内 に 置 く 必 要 は あ る の か 。 

（ 文 化 庁 ） 内 外 の 規 定 は な い 。 

（ 委 員 ） 個 数 の 規 定 は ？ 

（ 文 化 庁 ） な い 。 

（ 委 員 ） 大 御 門 と 受 付 両 方 に 置 け ば 撮 影 が で き る 。 

 

（ ラ イ ト ア ッ プ 照 明 ） 

（ 委 員 ） 機 器 の み の 撤 去 で 配 線 は 埋 め 殺 し か ？ 

（ 事 務 局 ） そ う で あ る 。 

 

（ 車 椅 子 舗 装 ） 

（ 委 員 ） こ の 計 画 動 線 だ と 南 側 正 面 に 行 け な い が 、 こ の 動 線 で よ い か 。 

（ 委 託 ） 正 面 の た た き は 車 椅 子 で 通 れ る 。 

（ 委 員 ） 仮 舗 装 で あ れ ば 、 砕 石 転 圧 す れ ば ど う か 。 

（ 委 託 ） 砂 利 舗 装 材 と い う 六 角 形 の 蜂 の 巣 状 の シ ー ト に 砕 石 を 流 す ネ ッ 

ト が あ る 。 5 ～ 6 千 円 / ㎡ 。 

（ 委 員 ） 砕 石 も 可 能 な 電 動 車 椅 子 40 万 円 程 度 に の り か え る と い う 手 段 も

あ る 。 二 条 城 は 乗 り 換 え る 対 応 。 

（ 委 員 ） 車 椅 子 の 前 輪 を 浮 か せ 人 力 車 の よ う に 引 っ 張 る 器 具 も あ っ た 。 

け っ こ う な 値 段 で あ っ た 。 

（ 委 員 ） 動 線 を 含 め 検 討 を す る こ と 。 

 

（ 地 下 遺 構 の 平 面 表 示 ） 

（ 委 員 ） 船 会 所 と 土 蔵 に つ い て は 、 復 元 ま で は 暫 定 的 に 舗 装 を 変 え る

や 、 ロ ー プ を 張 る な ど し て 建 物 が わ か れ ば よ い 。 上 番 勝 手 に つ い て

は 、 今 後 、 周 囲 が ど の よ う な 舗 装 を す る の か 検 討 し て 、 あ わ せ る 。 

（ 委 員 ） さ き ほ ど の 砂 利 舗 装 シ ー ト で 違 う 色 の 砕 石 を い れ た ら ど う か 。 

（ 委 員 長 ） 上 番 勝 手 の 平 面 表 示 は や っ た ほ う が よ い 。 

 

（ 高 札 ） 

（ 委 員 長 ） 場 所 は 異 な る が 、 残 置 で 良 い と 思 う 。 

（ 委 員 ） 中 根 金 作 の 設 置 で は な く 、 そ れ 以 前 に も あ っ た も の を 移 設 し た



も の で あ る 。 

 

（ 防 災 設 備 ） 

（ 委 員 ） 避 雷 針 は 必 要 な の か 。 こ れ ま で 落 雷 被 害 は あ ま り な い 。 

（ 委 員 ） 周 り の 建 物 の ほ う が 高 い 。 関 所 に 建 て る 必 要 は あ る か 。 史 料 館

の 方 が 高 い 。 

（ 委 託 ） 高 額 だ が 、 雷 を 除 け る 消 雷 型 は 範 囲 角 度 30-60 ° が 守 ら れ る 。 電

源 は 不 要 だ が 、 ポ ー ル を 地 面 に 掘 削 し て 立 て る 必 要 は あ る 。 

（ 委 員 長 ） 面 番 所 内 部 の 防 犯 カ メ ラ は 必 要 。 

 

（ そ の 他 ） 

・ 多 言 語 表 記 に つ い て は ど こ ま で 必 要 か 

（ 委 員 ） 在 住 者 は ポ ル ト ガ ル ・ ス ペ イ ン 語 が 多 い が 、 来 る の か 。 

（ 事 務 局 ） 来 な い 。 

（ 委 員 ） 地 元 の 外 国 人 に 来 て も ら う に 、 あ え て 作 り 、 興 味 を 持 っ て も ら

う 必 要 が あ る 。 

（ 委 員 ） コ ロ ナ 前 は 中 国 ・ 韓 国 が 多 か っ た が 、 文 化 財 の 規 模 に よ っ て 

イ ン バ ウ ン ド 来 場 者 が 見 込 め な い 場 所 も あ る 。 な の で 、 お 金 を か け ず

英 語 だ け で も よ い か も 。 

 

・ 地 元 と し て 関 所 に な に が あ っ た ら よ い と 思 う か 。 

（ 委 員 ） 地 元 と し て は 、 関 所 を シ ン ボ ル と 考 え て い る が 、 特 に 何 を し た

い と い う 考 え は な い 。 今 後 地 元 の 意 見 を 集 約 し て き た い 。 

（ 委 員 ） 大 御 門 は 、 地 元 の 景 観 に な じ ん だ 。 整 備 を し て 悪 く い う 人 は い

な か っ た 。 

（ 委 員 ） 整 備 で 良 く な っ た と は 思 う が 、 関 所 を ど う し た い と い う 考 え ま

で は な い 。 

（ 委 員 ） 地 元 リ ピ ー タ ー が 続 か な い 。 町 外 の 人 が 古 い 町 並 み を 見 直 し て

い る 。 関 所 周 辺 ま ち づ く り の 会 も 町 内 会 長 の 高 齢 化 で 終 わ っ て し ま っ

た 。 最 近 、 案 内 人 も ガ イ ド よ り も イ ベ ン ト に 参 加 す る た め に 加 入 す る

人 が 多 い 傾 向 。 今 後 は 研 修 も や っ て い き た い 。 

 

・ 観 光 資 源 と し て 足 り な い も の は ？ 

（ 委 員 ） 関 所 だ け で な く 、 周 り も 充 実 し て い く こ と が 必 要 。 

 

・ 次 回 に 向 け て 

（ 委 員 ） 次 回 、 南 側 の 広 場 を 公 園 と し て 使 う こ と に な っ た 場 合 、 公 園 部



局 に も 、 使 い 方 や ニ ー ズ な ど の 意 見 を 聴 い て ほ し い 。 

（ 文 化 庁 ） ま ち が 史 跡 を 支 え る し 、 史 跡 も ま ち を 支 え て い る 。 今 後 も 

計 画 策 定 を お 願 い す る 。 

 


